
 

 

［成果情報名］極短穂高糖分飼料イネ「たちすずか」の種子生産に適した栽培法 

［要約］極短穂高糖分飼料イネ「たちすずか」は、温暖地平坦地帯では、６月下旬の２条並

木植えで少肥条件であれば、約 300kg/10a の種子収量を期待できる。 
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［代表連絡先］電話 084-923-5360 

［区分］近畿中国四国農業・作物生産、共通基盤・総合研究 

［分類］技術・参考 
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［背景・ねらい］ 

高糖分飼料イネ「たちすずか」は、極短穂であることから籾に貯蔵される炭水化物が茎

葉部に糖として貯蔵されるため、飼料としてのイネ WCS の高品質化が期待できる。また、

極短穂であることから耐倒伏性にも優れる。このように「たちすずか」が極短穂であるこ

とは様々な長所をもたらしているが、種子生産量が少ないことが問題である。そこで、種

子生産に影響を及ぼすと考えられる要因について検討し、「たちすずか」の種子生産に適

した栽培法を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．極短穂高糖分飼料イネ「たちすずか」は、風選により選別した精籾収量（種子収量に

相当）と黄熟期地上部乾物重との間に有意な負の相関関係があり、植物体を大きく育て

ると種子収量は減少する。一方、穂重型品種「クサノホシ」では、両者の間に高い正の

相関関係があり、植物体を大きく育てると種子収量は増加する（図１）。 

２．「たちすずか」の精籾収量は、作期、栽植様式、基肥量、穂肥施用の４要因の組合せ

により、最低は約 20 g/㎡から最高 300 g/㎡以上まで大きな変動を示す（表１）。 

３．これら４要因が「たちすずか」の精籾収量に及ぼす効果は、作期の場合、早植えの平

均が 75 g/㎡に対し、遅植えの平均は 209 g/㎡であり、遅植えを選択することで早植えよ

り 134 g/㎡増収する。栽植様式では、30 cm 条間の標準植えよりも２条並木植え（条間

を 30cm と 60cm に交互にとる）が 78 g/㎡増収し、基肥量では、多肥よりも少肥が 47 g/

㎡増収する。一方、穂肥施用の有無は精籾収量に影響しない（表２）。 

４．「たちすずか」の精籾収量が最も高くなる組合せは、遅植え×２条並木植え×少肥で

あり、平均収量に有意である要因の主効果および遅植えと並木植えの交互作用を加えて

算出される期待種子収量は 299 kg/10a である（図２）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．温暖地において種子生産を行う際の情報である。本成果は、2010 年に近中四農研圃場

（広島県福山市、標高２m）で実施した結果であり、出穂期は、早植え：８月 29 日、

遅植え：９月４日、成熟期は、早植え:10 月８日、遅植え：10 月 15 日である。 

２．上記の精籾収量が高くなる組合せを用いて、2010 年に近中四農研圃場（10 a）におい

て種子生産を行い、収量 363 kg/10a、発芽率 98％の種子を得ている。 

３．本成果は、要因効果を明らかにするために実施した試験に基づく情報であり、最高収

量を得るためには、種子生産地において各要因の最適水準について検討する必要があ

る。特に遅植えを適用する際は、好適出穂晩限を事前に確認しておく必要がある。  

４．一般的に考えられる多収栽培法である早植え（５月 10 日）×標準条間×多肥（窒素成分

で 14 g/㎡）とした場合、期待収量は 39 kg/10a となり（図２）、大幅に減収することが

想定されるため、種子生産に取り組む生産者に対し事前に周知する。 



 

 

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．地上部乾物重と精籾収量の関係 

表１．　要因と水準および精籾収量
A:作期 B:栽植様式 C:基肥量 D:穂肥施用

（移植日） （窒素成分）（窒素成分）
6月24日 並木植え 5.6 g/㎡ 4 g/㎡
5月10日 標準 14 g/㎡ －

(1) (4) (8) (15)
3 1 6月24日 並木植え 5.6 4 329
1 2 6月24日 並木植え 14 － 249
6 3 6月24日 標準 5.6 － 144
2 4 6月24日 標準 14 4 125
8 5 6月24日 並木植え 5.6 － 306
4 6 6月24日 並木植え 14 4 217
5 7 6月24日 標準 5.6 4 176
7 8 6月24日 標準 14 － 126
18 9 5月10日 並木植え 5.6 － 92
24 10 5月10日 並木植え 14 4 64
19 11 5月10日 標準 5.6 4 82
17 12 5月10日 標準 14 － 19
22 13 5月10日 並木植え 5.6 4 113
23 14 5月10日 並木植え 14 － 80
20 15 5月10日 標準 5.6 － 83
21 16 5月10日 標準 14 4 66

平均 142

L16(2
15)２水準系直交表への割付。１区面積13.5㎡。

圃場への配置は、Aを１次因子、B、C、Dを２次因子とする分割区法を用いた。
並木植えは条間を30cmと60cmに交互にとる２条並木植え。標準は条間30cm。
株間は､標準，並木植えのいずれも約20cm。
基肥は複合444-E80号（LP-140を窒素成分量の80％含む）。穂肥は硫安。
精籾収量は唐箕を用いた風選による精籾の重量。水分15％換算値。
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                           （藤本寛） 

［その他］ 

研究課題名：地域条件を活かした飼料用稲低コスト生産技術及び乳牛・肉用牛への給与技

術の確立  

中課題整理番号：212b.4 

予算区分：交付金プロ（次世代耕畜連携）、基盤  

研究期間：2009～2010 年度  

研究担当者：藤本寛、佐々木良治、松下景 
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図２．　期待収量
収量の全処理区の平均値に、分散分析で
有意と認められた各要因の主効果と交互
作用を加えて算出される種子収量。
Ａ×Ｂ交互作用は（遅植え）×（並木植
え）の交互作用。
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表２．精籾収量に及ぼす要因の効果と寄与率
効果 寄与率

要因 g/㎡ ％
A:作期 67.1 58.9 **
B:栽植様式 39.2 19.8 **
C:基肥量 23.7 7.0 **
D：穂肥施用 － 0.3
A×B 26.9 9.1 **
効果は、水準1の全体の平均に対する増加量。
A×Bの効果は、A1×B1の交互作用。
**は1％水準で有意であることを示す。


